
必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 航空法規
航空機の整備従事者に必要な法規則等につ
いて教授する。

１
前

44 3 ○ ○ ○ ○

○ 航空力学
航空機に作用する力や航空機の運動及び性
能等について、空気力学を中心に考えその
知識を教授する。

１
前

44 3 ○ ○ ○ ○

○ 機体システム
航空機に用いられる各種システムについ
て、その機能や取扱い等の知識を教授す
る。

１
前

28 2 ○ ○ ○ ○

○ 機体構造
航空機の構造について、その設計の意図、
特徴、取扱い等の知識を教授する。

１
前

36 2 ○ ○ ○ ○

○ 航空機材料
航空機に使用される各種材料について、そ
の性質や取扱い等の知識を教授する。

１
前

28 2 ○ ○ ○ ○

○ 航空計器
航空機に装備される各種計器の構造、機能
等についての知識を教授する。

１
前

36 2 ○ ○ ○ ○

○ 電子装備品等
航空機に装備される各種電子・電気機器の
構造、機能等についての知識を教授する。

1
通

68 4 ○ ○ ○ ○

○
発動機
ピストン

航空機に装備されるピストン発動機につい
て、その構造、機能、性能等についての知
識を教授する。

１
通

96 6 ○ ○ ○ ○

○
発動機
プロペラ

航空機に装備されるプロペラについて、そ
の構造、機能、取扱い等についての知識を
教授する。

１
前

24 1 ○ ○ ○ ○

○
基本技術
（学科）

航空機の整備、取扱いに必要な「基本的整
備技術」についての知識を教授する。

１
２
通

288 20 ○ ○ ○ ○

○
基本技術
（実技）

航空機の整備、取扱いに必要な「基本的整
備技術」についての知識、技能を教授す
る。

１
２
通

252 9 ○ ○ ○ ○ ○

○ 機体

特定の航空機を対象に、その構造、系統、
装備品等並びに航空機全般にわたる取扱要
領や整備要領を実践的に教授し、知識と実
技を総合的に深める。

１
後
２
通

194 6 ○ ○ ○ ○

○
発動機
ピストン

特定の発動機を対象に、全般にわたる構
造、機能、性能、取扱要領、整備要領等を
実践的に教授し、知識と実技を総合的に深
める。

１
２
通

122 3 ○ ○ ○ ○

○ 電子装備品

特定の航空機に装備される電子・電気装備
品を対象に、その取扱要領や整備要領等を
実践的に教授し、知識と実技を総合的に深
める。

１
後
２
通

124 3 ○ ○ ○ ○
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○
整備に必要な
技術

特定の航空機全般を対象に、その取扱要領
や整備要領等を実践的に教授し、知識と実
技を総合的に深める。

２
通

140 4 ○ ○ ○ ○

○
総合タービン
強化
（一般科目）

タービン・エンジンの構造、機能、性能な
ど基礎知識の教授及び実習による整備技能
の教授。

１
後
２
通

112 7 ○ ○ ○ ○ ○

教員

授業科目等の概要
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